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は じ め に















る［角崎 2010a; 2010b; 笹川・奥村 2007; 高橋 2006; 








































































































































































































4 人は陸士 16 期の「支那屋四天王」と称され，












に陸士 16 期は，1930 年代の陸軍の中枢を担っ
た永田鉄山や小畑敏四郎も輩出した。この両者
に岡村を加えた 3 人が交わした 1921 年の「バー
デンバーデンの盟約」は，大正末期から昭和初
期にかけての陸軍革新運動の原点とされる［稲
葉 1970, 367; 舩木 1984, 33］。両者はまた，1930
年代の陸軍派閥対立のなかで，永田が「統制
派」の，小畑が「皇道派」の中心人物となった






















































































線から清帝退位を要請。12 年 3 月，唐紹儀内
閣の陸軍総長に就任し，短期間を除いて 17 年
11 月まで留任。13 年 11 月，副総統黎元洪入京
後，兼湖北都督。14 年 6 月，建威上将軍兼管
理将軍府事務。16 年 4 月，国務卿（6 月に国務
総理と改称。第 1 次内閣）。17 年 7 月，国務総理
（第 2 次内閣）。12 月，参戦督辦。18 年 3 月，国
務総理（第 3 次内閣）。19 年 7 月，辺防督辦（参
戦督辦を改称）。20 年，安直戦争に敗れ，天津
に閑居。24 年 11 月，臨時執政。26 年 4 月，辞
職。36 年 11 月，死去［外務省情報部 1928, 526-






























年 9 月，直隷総督。14 年 6 月，江蘇宣武上将軍。




ノ盟主」となる［神谷 1975, 401-402; 波多野 1973，
249-273; 樋口 2007a］。16 年 10 月，副総統。17
年 8 月，張勲復辟後に黎元洪が大総統を辞職す
ると，上京して大総統を代行。18 年 10 月，任
期満了で大総統を退く。19 年 8 月，死去［外務

































は，禁衛軍以外に，第 2・第 19 師を含めた 2
師 3 混成旅分，計約 1 万 3000 人分の兵力が駐
屯していた。このうち，禁衛軍と第 5 混成旅は























かったのである［鄭・張 2007, 115-121; Ch’i 1976, 





















1992; 1999; 2002; 深町 1999］。

































款（1917 年 1 月 20 日），⑵第 2 次交通借款（同
年 9 月 28 日），⑶有線電信借款（1918 年 4 月 30
日），⑷吉会鉄道借款前貸金（同年 6 月 18 日），
⑸吉黒林鉱借款（同日），⑹満蒙四鉄道借款前
貸金（同年 8 月 2 日），⑺山東二鉄道借款前貸金
（同年 9 月 28 日），⑻参戦借款（同日）の 8 種類
がある。このうち⑶から⑻までが第 3 次段祺瑞































































































年 7 月から建軍を開始した。1919 年 1 月 6 日
には，靳雲鵬（督理参戦軍訓練事宜）から，安






















月 21 日，広州から上海へ移動した［陳 1991, 
上, 1123］。呉は 8 月 28 日，南北和平を求める
電報を北京政府に送った（注29）。呉の動きは南方
派の賛同を得，第 3 次段内閣を崩壊させた。
参戦軍は 1920 年 7 月の安直戦争で崩壊した。
建軍間もない同軍は，歴戦の軍人の集団である















































者の勢力が後退して，孫が 1921 年 11 月に広州
に復帰した［深町 1999］。孫は当時，北伐を敢
行して軍政府の勢力を長江流域に拡大したいと






1991, 下, 1248］。段祺瑞は 1920 年 6 月 23 日，こ
の会談を支持する旨の電報を孫文に送った［陳 
1991, 下, 1252］。さらに，4 総裁は安徽派の張敬
堯（元湖南督軍）に対し，同省内で対呉佩孚共























































































































































































































していると警戒した。さらに，1927 年 3 月 24

























































































策」路線は，田中義一内閣（1927 年 4 月成立）
の満蒙分離政策や関東軍高級参謀河本大作の張





戦を勧告した 1928 年 5 月 18 日付覚書を回顧し，
それが「張作霖ヲ引キ離シテ兎モ角支那本部カ
革命ノ目的ヲ達セル様ニ導イタ」（注57）と述べて




















































































































































































































9 月 10 日に荒木と会見した（注78）。蒋作賓は彼ら
との接触から，「〔日本〕軍部はなおも偽組織
〔満洲国〕の承認を主張しているが，以前ほど























支援した［沈 1976, 下, 521-522］。鈴木はその後
も一貫して，ソ連への対抗から日中両国の対立
は回避すべきであるとの意見を抱き続けた（注79）。



































































る。これに代わって，林銑十郎（1934 年 1 月，
陸相着任）・永田（同年 3 月，陸軍省軍務局長着
任）を中心とする「統制派」が陸軍部内の主導

















































































































































































































































は，斎藤［1982; 1983; 1986; 1990-1991］である。
坂西の動向は，山本［1981］も参照。
（注８）1920 年 8 月 14 日，在漢口総領事瀬川
浅之進発外相内田康哉宛政機密第 34 号，外務省






















年 11 月 15 日付奉天都督府参謀処発段祺瑞宛｢関
於第二十七師師長対陸軍核減態度密報」。
（注14）杜・林・丘［1981, 上 , 260-265］所収
の曽毓雋「黎段矛盾与府院冲突」。
（注15）1917 年 7 月 20 日，林発外相本野一郎
宛第 1012 号（『日外』Ｔ 6-2-143）。
（注16）鈴木［1972, 342］所収の勝田主計「対
支借款ニ就テ」。









12 月 20 日付日記）。
（注19）山本［1985, 上 , 160-161］所収の 1916
年 12 月 24 日付寺内宛西原書翰。
（注20）杜・林・丘［1981, 下, 45］所収の張国
淦「北洋軍閥直晥系之斗争及其没落」。 “The 
letter from W.H.Donald to G.E.Morrison, December 
28, 1917.”［Lo 1978, 646-650］. 








あることなどから，大半の意見書が 1918 年 2～
3 月頃の執筆と思われる。
（注23）1918 年 2 月 22 日，坂西発田中宛坂特
電第 20 号（『日外』T7-2-上-272）。
（注24）中国第二歴史档案館［1991, 719-720］
所収の 1918 年 3 月 2 日付「段祺瑞組成督辦参戦
事務処通電稿」。
（注25）憲政資料室蔵「西原亀三文書」第 19
冊所収の 1918 年 1 月 18 日付西原宛藤原正文（交
通銀行顧問）書翰。
（注26） 山 本［1989, 98］ 所 収 の 1918 年 4 月
26 日付西原宛坂西書翰。山本［1989, 101］所収
の 1918 年 5 月 6 日付寺内宛坂西書翰。
（注27）中国第二歴史档案館［1991, 723］所収
の 1919 年 1 月 6 日付靳発参戦軍第 3 師長陳文遠
宛督理参戦軍訓練事宜処第 73 号。
（注28）“The Minister to China (Reinsch) to the 
Secretary of State (Lansing), February 12, 1918.” 
Papers Relating to the Foreign Relations of the 




1918 年 3 月 15 日付孫宛唐電報）に対し，軍政
府を改組して西南軍閥と岑春煊・唐紹儀らの文
人政治家とが団結しなければならないと反論し
ている（同上所収の同年 3 月 25 日付唐発孫宛電
報）。
（注29）中国第二歴史档案館・雲南省档案館
［1993］所収の 1918 年 8 月 28 日付呉発馮宛電報。
（注30）杜・林・丘［1981, 下 , 65-74］所収の
韓世儒「参戦軍与直皖戦争概述」。
（注31）上原勇作関係文書研究会［1976, 383］




1923 年 7 月 11 日付参謀本部「支那ノ現状ニ対
スル策案」。







る往復書信綴　荒木陸軍大佐」所収の 1918 年 4
月 26 日付中島（ハルビン特務機関長）宛荒木書




（注39）T14-密 -6 の 5 所収の 1925 年 1 月「在
支諜報武官会議記事」。 
（注40）山本［1983］中の 1925 年 5 月 17 日付
日記。
（注41）上原勇作関係文書研究会［1976, 228］




（注43）同上，第 23 冊。 
（注44）「磯谷発簡」第 2 冊。
（注45）中国第二歴史档案館［1992］中の
1924 年 12 月 1 日，1925 年 4 月 1 日付日記。
（注46）憲政資料室蔵「田中家文書」（複製）
第 31 冊所収の 1926 年 4 月 14 日付佐藤安之助宛
貴志書翰。




1926 年 7 月 12 日付磯谷発粤常報第 15 号。
（注50）上原勇作関係文書研究会［1976, 439］







所収の 1927 年 4 月 5 日付「支那時局対策ニ関ス
ル電報写」。 





藤恒日記」1927 年 4 月 4 日条に「午後ニ対支意
見ヲ出ス」との記述があるので，この「支那救
























所収の 1930 年 4 月 17 日付「土肥原大佐談話メ
モ」。
（注 62）日本国際政治学会［1988, 103-104］所











年 4 月 18 日付天津特務機関発関東軍参謀長小磯
国昭宛天特第 183 号。
（注67）注 46 の佐藤宛貴志書翰。








（注71）杜・耿［1992］中の 1933 年 1 月 4 日
付日記。
（注72）同上，1933 年 1 月 24 日付日記。
（注73）同上，1933 年 4 月 18 日付日記。
（注74）同上，1933 年 4 月 20 日付日記。
（注75）同上，1933 年 5 月 9 日付日記。
（注76）北京師範大学・上海市档案館［1990］
中の 1933 年 7 月 22 日付日記。
（注77）同上，1933 年 8 月 5 日付日記。なお，
平沼と「皇道派」との関係については，滝口
［1999］を参照。
（注78）同上，1933 年 9 月 10 日付日記。
（注79）たとえば，日中戦争勃発直後に記され















「金子直吉来信写」中の 1933 年 7 月 21 日付齋藤
宛金子書翰。
（注84）「蒋介石と古谷中将秘密会談電文綴」
中の 1933 年 10 月 16 日付笹川発金子宛電報。
（注85）防研蔵「昭和八年　満受大日記　二十
四冊ノ内其二十一」所収の 1933 年 10 月 17 日付
岩松発柳川宛第 272 号。また，呂［2014, 203］











（注86）同上所収の 1933 年 10 月 19 日付柳川
発岩松宛電報。
（注87）小林［2000, 101］所収の 1935 年 5 月
12 日付磯谷宛永田書翰。同上［103］所収の同









年 10 月 19 日条。
（注92）同上，1935 年 11 月 27 日条。防研蔵












































































――― 2002. ｢広州における国会――1920 年 6 月～
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